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全国商工会議所女性会連合会　創立周年
記念式典・第回岩手総会（．．）

インド商工会議所連合会女性会と全国商工会
議所女性会連合会との懇談会（．．）

　私は、歳まで仕事をしていましたが、結
婚を機に専業主婦になりました。大正生まれ
の母から「結婚したら何もできなくなるから、
それまでに好きなことをやりなさい」といわ
れていたこともあって、さまざまな仕事を経
験しました。しかし、結婚から年が経過し
たとき夫が他界し、経営していた会社を引き
継ぐことになったのです。

　私の会社は東京都新宿区にあり、ビル賃貸
管理業を営んでいます。最初、社長に就任し
た時は敵陣に乗り込むような感覚でした。
年もブランクがあったことから何をすればい
いのか分からず、大変だったことを記憶して
います。緊張の連続で、就任４年後、胃がん
を発症しました。しかし、大病をきっかけに
気持ちに踏ん切りがつき、たいていのことに
対しては「この程度のことなら」と軽く考え
られるようになりました。社内では、女性な
らではの特性を生かし、従業員に対し気遣い
を欠かさないようにしました。賃貸管理業と
いうこともあって、空室をなくすことを全社
の目標に掲げ、つい先日達成し、皆に大入り
袋を手渡しました。当然、社員は喜びました
し次の仕事への動機付けにもなったように感
じました。ほかにも、他社よりも給料（時給）
を高めに設定し、休まなかった人には皆勤賞
を付与するなど、やる気度をアップするよう
にしています。そういったトップの気遣いこ
そが経営がうまくいき社員が満足して働ける
環境を構築できるのだと思います。

　２年前に全国商工会議所女性会連合会（全
商女性連）の会長に就任しました。全商女性
連は、年に発足し今では全国女性会、
２万，人を超える会員を有する女性経営
者団体です。女性経営者の集まりということ
もあって、それぞれにしっかりした意見を持
っていることから取りまとめていくことが重
要となります。この組織は皆が手弁当でさま

ざまな女性会の行事などを作りあげていま
す。政策提言やビジネス向けの研修会、社会
貢献、女性活躍推進に向けた施策展開などの
活動をそれぞれが行っていますが、皆さん一
生懸命に取り組んでいますし、私自身も気付
くことが多いと感じています。そして何より、
女性経営者と知り合えたこと、そして経営者
として悩みを共有できたことは企業経営をす
る上で良い機会だと思っています。経営者は
社員からの「言われ役」「聞き役」であって、
対等に相談することは難しいです。だからこ
そ、共有できる場があることは大切だと思う
のです。

　今、政府をはじめ企業やさまざまな場面で、
女性活躍に向かって話し合いが重ねられてい
ます。しかし、たいていの場合、そのテーブル
に男性しかいない場合が多いのも現実です。

それでは、女性本来の素晴らしい能力を発揮
することは難しいのではないでしょうか。男
性と女性が同じかと言われれば、違います。
例えば、女性が重い物をもつことは体力的に
難しいと思います。しかし、細かい気遣いや

コミュニケーション能力、真面目さ優秀さに
おいては女性の方が秀でるという意見が多い
です。だからこそ、女性と男性それぞれの特
長・特性を生かして仕事をするステージを設
けることが重要だと思います。その際に、組
織としてはお互いに認めあった上で、同じテ
ーブルで話し合い、個性を尊重しあえばよい
のではないでしょうか。そうすることで、生
産性が向上し企業にとっても個人にとっても
メリットになりますし、女性の個性を生かす
ことで政府の掲げる女性が輝けるステージが
用意されると思います。

　ただし、女性自身も自分を磨き、人の話に
耳を傾ける努力を怠ってはいけません。常に
アンテナを高くはって情報をキャッチし実力
をもって仕事をしてほしいと思います。働き
たくない、リーダーになりたくない、責任を
取りたくないなどと言う女性もいますが、頑
張って社会で活躍しようと考えている女性が
増えている以上、気持ちを切り替えて、仕事
に臨むとともに、頑張っている女性の足かせ
とならないように努力してほしいと思いま
す。いまだに男性は、女性１人が行動したこ
とに対して、「やはり女性は…」と一括りに
する傾向があります。そうならないためにも、
皆で意識を変えていく努力は必要でしょう。
　また、男性も女性の素晴らしさに気付く時
です。女性活躍は、男性も女性も意識改革が
最重要課題となります。双方が、仕事に対し
てどのように取り組めばよいのか、しっかり
考える必要があります。そこには男女差別は
ありません。あくまでも、その人が持ってい
る良い個性を引き出してあげるだけでよいと
思います。女性活躍の機運が最高レベルまで
達している今こそ、意識を変える時だと思い
ます。

　建設産業界における女性（男性）の働き方につい
て考え・気づく紙面「カナリヤ通信」を年月
に創刊してから３年となりました。この３年、女性
たちの仕事に対する意気込みや不安、また課題につ
いて専門家の意見も交え掲載してきました。これか
らは、男女問わず働き方改革が加速します。働き方

改革法案も国会で成立しました。働きやすい環境を
整備し働きがい・やりがいがある仕事をすることで、
建設産業界全体が活気ある業界となることでしょ
う。今回の特集号では、女性リーダーや現場で働く
人など、さまざまな立場の人たちの意見・思いを発
信します。

　女子の理工系進学を後押しする取り組
み「理工チャレンジ（リコチャレ）」。
その一環として日本経済団体連合会、内
閣府、文部科学省が主催する「夏のリコ
チャレ」に、日刊建設通信新聞社が
日本大学理工学部と一緒にことしも参加
しました。
　「わたしの住むまちをデザインする仕
事」と題したイベントに産学官者が参
加、約人が来場しました。
　「暮らし編」では冷暖房などの設備や
道路、トンネルなど日常生活に密接にか
かわっている技術を紹介。
　また、「巨大災害編」では防災・減災、
災害時対応の技術などを紹介、来場者は
直接触れ、専門家の声を聞く、またとな
いチャンスとなりました。

　内閣府は月日に第３回理工系女子
応援ネットワーク会議を開き、団体
人が参加しました。同会議は女子学生等
が理工系分野への進路選択を促進する
「理工チャレンジ」の趣旨に賛同し、さ
まざまな取り組みを行っている理工系
女子応援ネットワークの参加団体で情
報交換を行い先進的な取り組み事例を
共有し、さらに訴求力のある企画・イ
ベントにつなげるのが狙いとなっていま
す。
　年の大学の理工系学部の女子学生
の占める割合は、理学系が．％、工学
系．％、また研究者の採用に占める割

合は理学系で．％、工学系．％と低
くなっています。
　しかし、科学技術・学術活動を活性化
するためには女性研究者・技術者の活躍
を促進し、多様な視点や発想を取り入れ
ることが不可欠となっています。また、
建設産業界の担い手確保の点からも理工
系への進路選択を促進させることは喫緊
の課題となっています。
　建設産業界が一体となった日刊建設通
信新聞社主催のイベントは、業界を知っ
てもらい興味を持ち、いずれ入職を希望
する女性が１人でも多くなることを願い
開催しています。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730

■ご意見・ご感想は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。

webで公開中
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　日本測量協会測量・地理空間情
報　女性の技術力向上委員会（ソ
クジョの会）は日、Ｇ空間ＥＸ
ＰＯで「女性技術者として働
き続けるために～女性技術者への
エール」と題してシンポジウムを
開催した。
　冒頭、杉森純子ソクジョの会委
員長（朝日航洋）は「測量業界で
『働きたい』『続けたい』『戻り
たい』女性たちを技術面でサポー
トするために委員会を発足した。
発足４年目を迎えてようやく念願
の他業界の女性の会とのシンポが
実現したので、それぞれの業界が
どのように困難を乗り越えたのか
聞き働き続けるヒントにしてほし
い」と語った。
　土木技術者女性の会運営委員
（鹿島）の須田久美子氏が「女性
技術者として働き続けるために」
と題して基調講演した。須田氏は
入社当時、研究所配属となり思い
どおりにいかなかったものの、２
人の子育てを経て入社約年後に
念願かなって設計や現場配属にな
り、いままでの研究成果や女性の

視点も取り入れながら仕事ができ
たことを紹介。「土木技術者に男
性・女性もなく、１人の人間とし
て未熟であり、男性と女性の技術
者の両方がいて当たり前」とし、
「キャリアとプライベートを大事
にすることで現場に役立つ人材と
して成長していく」と語った。
　次いで、須田氏と土木技術者女
性の会（日特建設）の藤代祥子氏、
建築設備技術者協会設備女子会
（日建設計）の宮坂裕美子氏、建
設コンサルタンツ協会関東支部女
性の会ＷＧ（日本工営）の森原百
合氏、司会としてソクジョの会
（パスコ）の二木あさ子氏の５者
でパネルディスカッションを行っ
た。それぞれの団体や会社での業
務内容を紹介した後、藤代氏は第
一子出産を控えていることを踏ま

えて「仕事が好きなので、子育て
をしながら周りに感謝しつつやり
がいを感じがんばっていきたい」
と話した。宮坂氏は２人の子育て
経験を踏まえながら「自分でなく
てもできることはアウトソーシン
グするべき。掃除を業者委託する
などお金で解決することで仕事に
集中できる」とし、森原氏は「い
ま会社がサテライトや在宅勤務な
ど変わろうとしている。防災や街
づくりなどソフト面で女性の力が
発揮できるからこそ、どんどん飛
び込んできてほしい」と語った。
　須田氏は、「労働基準法で女性
の働き方に制限がかかっている部
分もあるので、女性のネットワー
クで国に働きかけて法律を変えて
いく必要がある」と訴え、二木氏
は「各業界が協力して働き続けら
れる環境ができればよいと思う」
と締めくくった。

ソクジョｃａｆｅも開催

　ソクジョの会は、ソクジョｃａ
ｆｅも開催、測量業界で働く女性
が集い、リラックスムードの中、
仕事に対する意気込みや不安、悩
みなど情報交換した。

　
﹁
カ
ナ
リ
ヤ
通
信
﹂
が
創
刊
３

周
年
を
迎
え
る
こ
と
に

心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

﹁
建
設

産
業
界
に
お
け
る
女
性
︵
男
性
︶

の
働
き
方
に
つ
い
て
考
え
・
気
づ

く
紙
面
﹂
を
掲
げ

妊
娠
・
出
産

や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

介
護
制
度

な
ど
幅
広
い
テ

マ
を
取
り
上
げ

る
と
と
も
に

多
く
の
女
性
た
ち

の
率
直
な
声
を
掲
載
し

建
設
産

業
界
に
お
け
る
女
性
活
躍
に
寄
与

し
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す


　
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
イ
ノ
ベ


シ

ン
が
急
速
に
進
む
中
で


生
産
性
を
向
上
さ
せ

持
続
的
な

成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は

男

女
を
問
わ
ず
イ
ノ
ベ

シ

ン
を

支
え
る
多
様
な
視
点
や
発
想
を
持

つ
人
材
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
特
に
理
工
系
分
野
に
は


建
設
業
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

将
来
性
と
働
き
が
い
の
あ
る
職
種

が
あ
り

理
工
系
人
材
の
需
要
は

年
々
高
ま

て
い
ま
す


　
内
閣
府
で
は

理
工
系
女
性
人

材
の
育
成
に
向
け
て

女
子
中
高

生
の
理
工
系
分
野
へ
の
進
路
選
択

を
促
進
す
る
﹁
理
工
チ

レ
ン
ジ

︵
リ
コ
チ

レ
！
︶
﹂
事
業
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
中
で
も


夏
休
み
期
間
に
主
に
女
子
中
高
生

等
を
対
象
と
し
て
実
施
す
る
﹁
夏

の
リ
コ
チ

レ
﹂
に
つ
い
て
は


建
設
産
業
界
に
お
い
て
も

産
学

官
が
一
堂
に
会
す
る
イ
ベ
ン
ト

﹁
わ
た
し
の
住
む
ま
ち
を
デ
ザ
イ

ン
す
る
仕
事
﹂
を
開
催
い
た
だ
く

な
ど

理
工
系
女
性
人
材
の
育
成

の
裾
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
に
御

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

さ
ら

に

内
閣
府
で
は

本
年
６
月
か

ら

女
子
生
徒
等
の
理
工
系
進
路

選
択
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
機

運
の
醸
成
を
目
的
と
し
て

多
様

な
ロ

ル
モ
デ
ル
と
な
る
﹁
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｍ
　
Ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
　
Ａ
ｍ
ｂ
ａ

ｓ
ｓ
ａ
ｄ
ｏ
ｒ
ｓ
︵
理
工
系
女
子

応
援
大
使
︶
﹂
の
取
り
組
み
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

土
木
分

野
の
技
術
者
と
し
て
国
際
的
に
活

躍
す
る
女
性
に
も
ア
ン
バ
サ
ダ


と
し
て
活
動
い
た
だ
い
て
い
ま

す


　
建
設
産
業
界
に
お
い
て
も

女

性
の
就
業
者
数
は
年
々
増
え
続
け

活
躍
の
場
が
広
が

て
い
ま
す


女
性
が
増
え
る
こ
と
で

職
場
環

境
も
着
実
に
変
わ

て
い
く
こ
と

で
し

う

女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
は
男
性
も
働
き
や
す
い
職
場

で
す

女
性
の
活
躍
が
進
む
こ
と

で
男
女
が
と
も
に
働
き
や
す
く


よ
り
生
産
性
の
高
い
職
場
が
広
が


て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す


　
皆
様
に
は

平
素
よ
り
厚
生
労

働
行
政
に
対
し

御
理
解
と
御
協

力
を
賜
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す


　
女
性
の
活
躍
推
進
に
つ
い
て

は

２
０
１
６
年
度
に
全
面
施
行

さ
れ
た
女
性
活
躍
推
進
法
で

３

０
１
人
以
上
の
大
企
業
に
対
し


自
社
の
女
性
の
活
躍
の
状
況
を
踏

ま
え
て
設
定
し
た
目
標
の
達
成
に

向
け
た
行
動
計
画
の
策
定
や
女
性

の
活
躍
に
関
す
る
情
報
の
公
表
等

を
求
め
て
お
り

ほ
ぼ
す
べ
て
の

大
企
業
で
実
施
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す


　
上
記
取
り
組
み
が
努
力
義
務
で

あ
る
中
小
企
業
に
対
し
て
は

電

話
相
談

個
別
訪
問
を
実
施
す
る

ほ
か
行
動
計
画
の﹁
取
組
目
標
﹂

を
達
成
し
た
場
合
等
に
助
成
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
よ
り

行
動
計

画
の
策
定
等
の
支
援
を
行

て
い

ま
す


　
ま
た

厚
生
労
働
省
で
は

学

生
等
の
求
職
者
に
企
業
の
女
性
活

躍
に
関
す
る
情
報
を
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う

ス
マ

ト
フ

ン
か

ら
で
も
閲
覧
で
き
る
﹁
女
性
の
活

躍
推
進
企
業
デ

タ
ベ

ス
﹂
を

運
営
し
て
い
ま
す

同
法
に
基
づ

く
情
報
の
公
表
を
な
さ
る
際
は


ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い


　
女
性
の
活
躍
推
進
に
関
す
る
状

況
が
優
良
な
事
業
主
は

厚
生
労

働
大
臣
の
﹁
え
る
ぼ
し
﹂
認
定
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き

９
月
末

現
在
で
は

６
９
８
社
が
認
定
を

受
け
て
い
ま
す

ま
た

従
業
員

の
仕
事
と
育
児
の
両
立
支
援
に
取

り
組
む
事
業
主
は

次
世
代
育
成

支
援
対
策
法
に
基
づ
く
﹁
く
る
み

ん
﹂
認
定
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す

こ
れ
ら
の
認
定
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り

優
秀
な
人
材
の

確
保
に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｒ
効
果
が
期

待
さ
れ
る
ほ
か

国
や
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
る
総
合
評
価
落
札

方
式
等
に
よ
る
公
共
調
達
に
お
い

て
加
点
評
価
さ
れ
る
と
い

た
メ

リ

ト
も
あ
り

厚
生
労
働
省
と

し
て
は

今
後
も
認
定
企
業
が
広

ま
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す


　
ワ

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
行

て

い
る
企
業
等
に
対
す
る

総
合
評

価
落
札
方
式
で
の
加
点
評
価
や


入
札
参
加
資
格
審
査
時
の
加
点
評

価
な
ど
公
契
約
上
の
配
慮
を
行


て
い
る
地
方
公
共
団
体
も
あ
り
ま

す
こ
れ
ら
を
ご
活
用
い
た
だ
き


女
性
総
合
職
の
採
用
拡
大
や
職
域

拡
大

女
性
社
員
に
対
す
る
研
修

の
実
施

女
性
管
理
職
登
用
の
促

進

長
時
間
労
働
の
是
正
等
女
性

活
躍
や
働
き
や
す
い
職
場
整
備
に

継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
企
業
が
あ
り

９
月
末
現

在
で
は

社
の
建
設
業
の
企
業
が

﹁
え
る
ぼ
し
﹂
認
定
を
取
得
し
て

い
ま
す


　
今
年
の
通
常
国
会
で
は

時
間

外
労
働
の
上
限
規
制
等
を
内
容
と

す
る
働
き
方
改
革
関
連
法
案
が
成

立
し
ま
し
た

こ
れ
ま
で
建
設
業

は

時
間
外
労
働
の
限
度
基
準
に

関
し
て

大
臣
告
示
に
よ
る
指
導

の
適
用
除
外
と
な

て
い
ま
し
た

が

本
法
案
の
成
立
に
よ
り

２

０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
罰
則
付

き
の
時
間
外
労
働
の
限
度
が
適
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す

た
だ

し

当
分
の
間

災
害
時
に
お
け

る
復
旧
お
よ
び
復
興
の
事
業
に
限

り

単
月
１
０
０
時
間
未
満
︵
休

日
労
働
を
含
む
︶

複
数
月
平
均


時
間
︵
休
日
労
働
を
含
む
︶
の

規
制
は
適
用
し
な
い



　
建
設
業
界
に
お
い
て

女
性
の

就
業
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
妊
娠
・

出
産
等
に
関
す
る
不
利
益
取
り
扱

い
や

セ
ク
ハ
ラ
・
い
わ
ゆ
る
マ

タ
ハ
ラ
の
な
い
職
場
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
た
だ
き

女
性
の
能
力

が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
職
場
環
境

の
整
備
が
よ
り
一
層
進
む
よ
う


引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す


　
詳
細
は

中
小
企
業
へ
の
支
援

事
業
は
﹁
中
小
企
業
の
た
め
の
女

性
活
躍
推
進
サ
ポ

ト
サ
イ
ト
﹂

を

助
成
金
等
は
厚
生
労
働
省
ホ


ム
ペ

ジ
の
女
性
活
躍
推
進
法

特
集
ペ

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か

各
都
道
府
県
労
働
局
の
雇
用

環
境
・
均
等
部
︵
室
︶
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い


　本校は建築設計、建築設備、建築施工、
大工、インテリア、土木、測量分野を設
置している建設の総合カレッジです。
年（昭和年）設立以来、建設業界で
必要な国家資格取得と社会人に必要な人
間力の教育に力を入れています。特に資
格取得については、２級建築士の合格率
は全国トップクラス。土木・測量系では
「測量に関する専門の養成施設認定校」
のため、卒業と同時に測量士（全国で２
校のみ）と測量士補を無試験で取得でき
る学科をそれぞれ設置しています。近年、
建設業界では女性の活躍が注目されてお
り、本校でも女子学生が業界でさらに活
躍できるようスーツの着こなし講座、メ
イクアップ講座など女子力の向上にも力
を入れています。また、校内設備では更
衣室やシャワールームも完備し、学びの
場から業界のイメージを改善していきた
いと考えています。
　建設業界は日本の産業に欠かせない重
要な仕事でもあり、やりがいのある仕事
です。歳人口が減少している中、中高
生に業界の魅力を伝えられるよう、日々
まい進しています。

　時代の変化や産業界が求めるスキルを
カリキュラムへ反映し、下記３学科は
「職業実践専門課程」（文部科学大臣認
定）の認定を受けております。ＩＣＴ分
野に強い、先端的な「モノ」「コト」を
生みだせる人材育成に産学連携や総合学
園だからできる学内横断プロジェクトを
通して、「人間力」と「専門力」が高ま
り、就職・進学（大学編入・大学院）も
好調です。
　建築学科〈４年制／高度専門士と学士
（放送大学）学位取得可〉は、ＢＩＭ
（Building　Information　Modeling）
を学べる教育カリキュラムをいち早く構
築し、即戦力を育成しております。３Ｄ
プリンターを活用しての模型制作など新
たな「ものづくり」に取り組んでいます。
　建築設計科（年制）は、卒業と同時に
２級建築士の受験資格が得られ、建築学
科の３年次に編入学をして、毎年多くの
２級建築士が在学中に誕生します。
　土木・造園科（２年制）は、広大なキ
ャンパス内にドローン測量、竹垣や庭園
制作、歩道新設施工、さらには産学連携
特別講義シリーズ「土木技術者の道」に
取り組んでいます。



プロポーザル戦略室長　　　小汐　真由美
アジア航測事業戦略部

仕
事
の
中
に
楽
し
み
見
つ
け
る

土壌環境グループ課長　　　大西　絢子
竹中土木東京本店工事部

老
若
男
女
が
気
持
ち
よ
く
支
え
あ
う

ＰＰＰ推進１部課長　　　今井　母土子
長大　社会事業本部まちづくり事業部

若
手
が
自
分
ら
し
く
働
け
る
環
境
築
く

土木技術者女性の会会長　　渡辺　弘子

能
力
適
性
を
見
極
め
引
き
出
す

事業本部環境・エネルギー部長　　梶井　公美子
パシフィックコンサルタンツ社会イノベーション

大
変
さ
に
見
合
う
や
り
が
い
面
白
さ

第一設計部主任　　　　　管野　明日美
日立建設設計設計統括本部設計本部

時
間
外
労
働
を
減
ら
す
努
力

　高田　和子　
安井建築設計事務所設計部主幹

他
者
と
自
分
バ
ラ
ン
ス
感
覚
大
切
に

兼ＣＳＲ推進室長　　　　　佐川　美佳
新菱冷熱工業経営企画部次長

夢
・
ビ
ジ

ン
・
目
標
を
示
す

兼ＳＤＧｓ・ＥＳＧ推進部長　　　金子　美香
清水建設コーポレート企画室副室長

課
題
満
載
も
部
員
と
一
緒
に
創
る

地圏環境室次長　　　　　　三谷　由加里
建設技術研究所九州支社

達
成
感
を
感
じ
ら
れ
る
働
き
方
を

ダイバーシティ推進室長　　　　瀬尾　弘美
建設技術研究所管理本部人事部

活
躍
で
き
る
会
社
を
目
指
し
日
々
奮
闘

総合計画部担当次長　　　　　　浅井　広巳
オリエンタルコンサルタンツ中部支店

メ
ン
バ

の
前
向
き
な
取
組
サ
ポ

ト

日本たばこ産業株式会社常勤監査役

永
田
　

亮
子
さ
ん
　

女性リーダー（管理職・役員）　私はリーダーとして◯△×に取り組んでいます！

失
敗
こ
そ
が
新
た
な
経
験
チ

ン
ス

社
会
の
実
情
に
合
わ
せ
変
革
し
て
い
く

女
性
リ

ダ

育
成
へ
ロ

ル
モ
デ
ル
紹
介

日本濾水機工業株式会社代表取締役社長
橋
本
　

美
奈
子
さ
ん

＊
　
　
　
＊

（９） （第三種郵便物認可）２０１８年（平成年）１１月２１日　（水曜日）

　職員の皆さんに個性を生
かして仕事をしてもらえる
職場づくりを目指していま
す。性別・職歴・嗜好・家庭環
境など千差万別で、だから
こその強みにもなります
し、チームもつくれる。こ

れからも職員の「こうありたい」と
いう思いを実現できる環境づくり、
多様性を生かした職場づくりに取り
組んでいきます。そしてもう１つ、
チームの皆さんにお願いしているの
は、「仕事の中で楽しみを見つける」
ことです。業務を通して「自然の美
しさに感動する」「達成感を得る」
といったことから、出張先で「新し
い景色を見る」「美味しいものを見
つける」といったことまで、何でも
良いのです。高揚感を体感して欲し
い。ちょっとした幸せ（もちろんす
ごい幸せでも良いのですが）の積み
重ねでモチベーションを向上させる
ことができると思っています。

　私は、自分が妊娠、出産、
子育てをする中で、１人で
すべての仕事を抱えること
はできないことを痛感しま
した。以前は、１人が複数
のプロジェクトを担当する

体制だったため、他のメンバーはそ
の内容を把握できない状況にありま
した。もし自分が突然倒れたら…、
もし子どもが急に病気になったら…
など、自分１人では、あるプロジェ
クトを実施することが困難であった
ことをきっかけに、複数人でプロジ
ェクトを実施するチームスタイルに
変更してもらいました。今は、チー
ムのリーダーとして、時間的な制約、
技術的な能力や業務上の条件など、
一長一短のある老若男女が、気持ち
よくお互いを支えあうことができる
ような職場環境づくりに励んでいま
す。

　私は女性活躍促進にかか
わる研修・啓発プロジェク
トである７Ｃ（ナナシー）
プロジェクトに取り組んで
います。７Ｃプロジェクト
は、女性社員が「自分らし

く働く」ためのヒントを見つけるこ
とを目指し、歳代、歳代の若手
リーダーを中心に企画・運営してい
ます。予測不可能な社会の中で若手
社員が活躍するために何ができるの
か考えることが、難しくもあり面白
くもあります。若手女性社員が成長
する姿を目の当たりにし、個人の力
を引き出すには活躍の場を与えるこ
とが大切と考えます。普段の業務で
も、管理職として、男女問わず個人
の個性や魅力を生かし、若手社員が、
自分らしく自信を持って働ける環境
を築いていくことにやりがいを感じ
ています。

　「量から質へ」に取り組
んでいます。「量」とは、
女性をはじめ多様な人材の
採用数のことです。男女雇
用機会均等法施行から数
年、女性の採用数は着実に

増えました。建設業界における全体
数はまだ少ないものの「量」の懸念
は払拭されていくでしょう。「質」
とは採用した人材に対する待遇のこ
とです。仕事を与えられる機会、研
さんや昇進の機会、給与体制等に男
女差が残る組織もあります。現在、
私は技術士事務所代表のほか、大学
の非常勤講師、技術アドバイザー、
企業の技術顧問、法人の理事等を務
めています。個人の能力や適性を見
極めたり引き出したりすることに努
め、リーダーとして「質」を向上さ
せる環境をつくっていきたいと思い
ます。

　私は現在、総合建設コン
サルタント会社で環境・エ
ネルギー部門の部長を務め
ています。従業員約人、
加えて地方支社の環境・エ
ネルギー分野も管轄範囲と

して、日々組織のマネジメントと技
術の現場の管理・指導に取り組んで
います。部長職になってみると、そ
れまでの立ち位置では知り得なかっ
た仕事の奥深さや人間関係の妙味が
あり、まさに「違う風景が見える」
ことを実感しますし、それが確実に
自分の人生を豊かにしてくれていま
す。私はおそらく人一倍技術者とし
ての仕事が好きなタチですが、組織
のマネジメントも１ＪＯＢとして捉
えれば非常に興味深い対象です。大
変さに見合うだけのやり甲斐・面白
さがあります。ぜひ、多くの女性に
この醍醐味を味わっていただきたい
と願っています。

　設計事務所といえば、〝残
業や休日業務が当たり前
！〟だと世間的に考えられ
ている中で、入社してから
数年を過ごしてきました。
しかし〝働き方改革〟に注

目度が集まってきたと同時に、後輩
を指導しながらプロジェクトを進め
ることが求められました。私自身が
若手のころにいってきた業務のやり
方ではいけないと気持ちを新たに
し、定時内で効率的に業務を行うこ
とを後輩と意識し、むだな作業は発
生していないかを確認し合い、時間
外労働を減らす努力をしています。
入社２年目の後輩は入社以来、休日
出勤ゼロです。このことで私自身は
確保できた時間を習い事（茶道）に
使い、季節感ある非日常空間で職種
や世代を超えたネットワーク形成や
自己啓発を行い、仕事と生活を充実
させています。

　「立場が人をつくるとい
うし、まずはチャレンジし
てみたら」と上司に背中を
押してもらい、チームをマ
ネジメントする立場になっ
て２年。周囲の支えを受け

ながらも、子どもの成長とともに仕
事と家庭、諸々のマネジメントはし
やすくなったように感じます。精神
的、体力的に追い込まれることも間
々ありますが、感情面でネガティブ
にならないよう、休日はできるだけ
体を動かすことを意識。ここ数年は
落語を聞くことも増えました。「～
として～すべき」という記事やリー
ダー論・仕事論は数多くありますが、
他人の成功話を真似ても上手くいく
とは限りません。他者に学びつつも
「よそはよそ、うちはうち」と割り
切るバランス感覚を大切にしたいと
思います。

　設備工事業である当社に
勤めて年。入社当時は研
究職でしたが、現在は経営
企画とＣＳＲ推進の業務に
従事しています。多様な仕
事に触れ、その難しさと面

白さを感じる日々です。これまで、
研究グループリーダーや管理職を務
める中で、目標を示すことの重要性
を感じてきました。目標は、ともに働
くメンバーと信頼感をもって進み、
困難があっても乗り越えられる力に
なると考えています。ずっと以前、
上司から「キラリと光る存在になれ」
と言われたことがありますが、この
言葉を反芻（すう）すると、今の私
の仕事は、ともに働くメンバーやチ
ームをキラリと輝かせるために、夢
・ビジョン・目標を示すことだと思
い、これを大事にしています。

　気候変動や環境汚染、人
権侵害など、世の中の社会
問題を解決して持続可能な
社会の実現に貢献すること
は、企業の使命の１つです。
ＳＤＧｓ（持続可能な開発

目標）の達成に向けた取り組み、Ｅ
ＳＧ（環境、社会、ガバナンス）に配
慮した企業活動は企業価値の向上に
もつながります。私がリーダーを務
めるＳＤＧｓ・ＥＳＧ推進部は、Ｓ
ＤＧｓとＥＳＧに関連した取り組み
を推進する部署として、ことし４月
に設立されました。ＳＤＧｓの理念
を社員に浸透させること、経営に統
合すること、取り組みを社外に向け
て効果的に発信することなど課題は
満載です。一方で、すべてが新しい
取り組みであり、部員と一緒に自分
たちの手で創っていくという楽し
さ、やりがいも感じています。

　管理職という立場になっ
て、仕事に対する視点を生
産から管理へ変えていかざ
るを得なくなりました。自
分の判断が反映されやすく
なった一方で責任も重くな

りましたが、少し見方が広がった気
がして楽しくもあります。今までい
かに自由に仕事をさせてもらってい
たかを痛感しています。現場で一生
懸命仕事をしている後輩たちを見る
ととても頼もしく感じます。若い人
たちには、仕事のやりすぎは絶対ダ
メだけど、たまには時間を気にせず
に考えることに没頭したり夢中にな
ったりして仕事の達成感を感じられ
る働き方をしてほしいと思います。
そういった仕事の楽しみを与えてあ
げられるように、自由な働き方の枠
組みをつくっていけたら良いなと考
えています。

　建設技術研究所に新卒で
入社し、技術部で年勤務
した後に本社の管理系の部
署に管理職として異動しま
した。現在では、全社およ
びグループ会社のダイバー

シティ推進を担当しています。女性
社員はもちろん、多様な社員がいき
いきと活躍できる会社を目指して日
々奮闘しています。ダイバーシティ
推進には、自分とは違う人を理解し
ようとすること、そのためにはコミ
ュニケーションを大切にすることが
必要だと考えています。いろいろな
社員と日々話をすることは今の仕事
の楽しみにもなっています。

　私は、人の「得意なこと」
や「興味があること」を見
つけるのが好きです。発見
した時は自分も、たぶん相
手も嬉しい。得意なことは
「自信」に、興味のあるこ

とは一緒に考えチャレンジすること
で大きな「成長」につながります。
同時に「誰かにとって大切な人」た
ちと仕事をしていることを常に意識
したいと思っています。例えば未来
を担う子どもの親の場合、仕事と子
育てという重要な仕事を同時にこな
しますが、どちらに対しても負い目
や後悔を感じてほしくありません。
得意や興味をベースに目的をもって
仕事を楽しみ、家族との時間も同じ
ように楽しんでほしいのです。私は
リーダーとして、メンバーの前向き
な取り組みのサポートに取り組んで
います。
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含
め
て
課

題
は
あ
り
ま
す
の
で

社
員
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す


　
１
９
８
７
年
に
入
社
し
ま
し
た

雇
用

機
会
均
等
法
か
ら
２
年
目

日
本
専
売
公

社
か
ら
民
営
化
し
て
３
年
目
の
年
で
し

た

当
時
は
女
性
が
い
な
く
て

社
員
比

率
は
１
割
程
度

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
た
ば

こ
生
産
工
場
に
配
属
さ
れ
て
い
ま
し
た


そ
の
よ
う
な
中

私
は
総
合
職
と
し
て


た
ば
こ
や
医
薬

人
事

食
品

飲
料


Ｃ
Ｓ
Ｒ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
を
経
験
し

ま
し
た

企
業
規
模
が
大
き
い
た
め
社
内

転
職
の
よ
う
な
感
じ
で
す


男
女
の
意
識
な
く
働
く
環
境

　
民
間
企
業
に
な

て

Ｍ
＆
Ａ
な
ど
グ

ロ

バ
ル
化
の
波
が
社
内
に
押
し
寄
せ


早
い
段
階
か
ら
多
様
性
や
女
性
活
躍
の
考

え
方
が
浸
透
し
て
い
き
ま
し
た

経
営
陣

も
個
人
の
意
識
や
意
見
を
尊
重
し
て
く
れ

て
い
た
の
で

女
性
だ
か
ら
男
性
だ
か
ら

と
い

た
意
識
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た


　
２
０
１
３
年
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
施
策

の
１
つ
と
な
る
女
性
活
躍
の
波
に
よ


て
社
内
に
多
様
化
推
進
室
が
創
設
さ
れ


子
育
て
中
の
人
に
対
し
て
は
時
短
や
さ
ま

ざ
ま
な
保
育
料
の
補
助

ベ
ビ

シ

タ


利
用
料
補
助
な
ど
の
メ
ニ


を
取
り

そ
ろ
え
働
き
続
け
や
す
い
環
境
を
整
備
し

て
い
ま
す

当
社
で
は

歳
代
と

歳
代

の
女
性
比
率
が
徐
々
に
高
く
な

て
お
り

事
務
系
新
卒
が
３
｜
４
割
に
な

て
い
る

の
は

女
性
も
就
職
し
た
い
企
業
に
な


て
き
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す

ま
た


出
産
を
経
て
復
帰
す
る
人
は
ほ
ぼ
１
０
０

％
と
な

て
お
り
辞
め
る
と
い
う
選
択
肢

は
な
く
な

て
き
て
い
る
よ
う
で
す


　
た
だ
し
女
性
が
活
躍
す
る
た
め
に
は


も

と
男
性
の
意
識
も
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ら
育

休
を
取
得
す
る

管
理
職
や
役
員
ク
ラ
ス

に
対
し
て
も
積
極
的
に
研
修
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す

現
在

イ
ク
ボ
ス
研

修
な
ど
も
積
極
的
に
行

て
い
ま
す


　
私
は

異
動
に
よ

て
配
属
先
が
い
ろ

い
ろ
と
変
わ
り
ま
し
た
が

そ
の
ポ
ジ
シ


ン
ご
と
に
全
力
投
球
し
て
き
ま
し
た


部
署
が
変
わ
る
こ
と
で
新
し
い
こ
と
に
飛

び
込
ん
で
い

て
そ
こ
で
楽
し
む
こ
と


そ
し
て
山
を
乗
り
越
え
ビ
ジ

ン︵
絵
︶

が
描
け
る
よ
う
に
な

た
時

今
ま
で
の

苦
労
が
喜
び
に
変
わ
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま

す

初
め
て
だ
か
ら
こ
そ
知
り
得
る
こ
と

が
あ
る
楽
し
み
を
毎
回
経
験
し
て
い
る
の

で
す

私
自
身

組
織
に
入

て

年
目

に
な
り
ま
す
が

楽
し
く
仕
事
を
し
て
い

る
間
に

い
つ
の
間
に
か
役
員
に
な

て

い
た

と
い

た
感
じ
で
す

執
行
役
員

に
就
任
し
た
の
が
２
０
０
８
年

現
職
は

こ
と
し
に
な

て
か
ら
で
す


ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
両
立

　
女
性
の
皆
さ
ん
に
は

例
え
そ
の
時


大
変
で
も
働
き
続
け
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す

育
児
や
介
護
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
思
い
悩
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
が

辞
め
ず
に
乗
り
切

て

ほ
し
い
で
す

再
雇
用
な
ど
で
戻

て
く

る
女
性
と
話
し
を
す
る
と

﹁
辞
め
な
け

れ
ば
よ
か

た
﹂
と
言
い
ま
す

辞
め
る

こ
と
に
よ

て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
ブ
ラ

ン
ク
が
で
き
て
し
ま
い

復
職
し
て
も
実

践
復
帰
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す


育
児
や
介
護
は
国
や
企
業
サ
イ
ド
の
制
度

が
年
々
充
実
し
て
い
ま
す
の
で

う
ま
く

活
用
し
て
乗
り
切

て
ほ
し
い
で
す

私

も

父
を
在
宅
介
護
し
ま
し
た

終
わ
り

が
見
え
な
い
状
態
で
不
安
も
あ
り
ま
し
た

が

仕
事
を
続
け
な
が
ら
両
立
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た


健
康
維
持
と
自
分
像
を
描
く

　
私
た
ち
が
働
く
上
で
重
要
な
こ
と
が
２

つ
あ
り
ま
す

１
つ
目
は
心
身
の
健
康
維

持
で
す

体
を
壊
し
て
も
誰
も
助
け
て
は

く
れ
ま
せ
ん
の
で

自
分
で
し

か
り
管

理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

２
つ
目
は


な
り
た
い
自
分
を
描
く
こ
と
で
す

自
分

像
が
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
化
し
て
も

構
い
ま
せ
ん

と
に
か
く
将
来
を
臨
機
応

変
に
見
据
え
て

い
い
お
ば
あ
さ
ん
に
な


て

い
い
人
生
だ

た
と
思
え
れ
ば
い

い
と
思
い
ま
す

だ
か
ら
と
い

て
肩
肘

を
張
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん


　
い
ま

ワ

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が

私
は
一
生
の
間

に
バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す


歳
代
は
体
力
も
あ

て
元
気
で
す

か
ら
少
し
く
ら
い
が
む
し

ら
に
仕
事
に

取
り
組
め
ば
よ
い
と
思
い
ま
す

歳
を
と


て
き
た
ら
体
力
は
な
く
な

て
き
ま
す

が
経
験
は
豊
富
に
な
り
ま
す
か
ら

が
つ

が
つ
で
は
な
く
じ

く
り
経
験
を
生
か
し

な
が
ら
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
い
い

と
思
い
ま
す

そ
し
て

人
生

失
敗
を

恐
れ
な
い
こ
と

失
敗
こ
そ
が
新
た
な
経

験
に
な
り
チ

ン
ス
に
な
る
と
私
は
信
じ

て
い
ま
す


＊
ス
ト
レ
ン
グ
ス
フ

イ
ン
ダ



米
国
ギ


ラ

プ
社
の
開
発
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
﹁
才
能

診
断
﹂
ツ

ル

診
断
に
よ

て
自
分
の
才
能

︵
‖
強
み
の
元
︶
が
導
き
出
さ
れ
る


　
女
性
の
リ

ダ

︵
管
理
職
・
役
員
︶
は

少
し
ず
つ
増
え
て
は
い
る
も
の
の

男
性
と

の
比
率
で
み
る
と
ま
だ
わ
ず
か
で
す

今
回

は

企
業
の
経
営
に
携
わ
る
日
本
た
ば
こ
産

業
常
勤
監
査
役
の
永
田
亮
子
さ
ん
と
日
本
濾

水
機
工
業
社
長
の
橋
本
美
奈
子
氏
に
話
を
聞

く
と
と
も
に
企
業
で
管
理
職
と
し
て
働
く
女

性
た
ち
の
声
を
聞
き
ま
し
た




わたしの働く　
　　　建設現場

職人さんにも〝熱い指示〟
阿倍野マンション
作業所　　　　　
青木あすなろ建設

ア
イ
デ
ア
が
形
に
な
る
の
が
魅
力

東
京
本
店
建
築
部

工
事
課
　
　
　
　淺

沼
組

次
こ
そ
は
と
思
い
臨
む
現
場

噴
火
履
歴
調
査
減
災
計
画

・
避
難
計
画
作
成
調
査
　
　
　
　

ア
ジ
ア
航
測

現
場
で
価
値
を
創
る
楽
し
さ

ア
ズ
ビ
ル

熊
本
城
飯
田
丸
五
階
櫓

石
垣
復
旧
工
事
　
　
　

大
林
組

熊
本
県
民
の
想
い
に
応
え
る
仕
事

Ｊ
ヴ

レ

ジ
新
宿
泊
棟

新
営
工
事
　
　
　
　
　
　

関
電
工

で
き
上
が
る
姿
間
近
で
見
る
楽
し
さ

三
井
不
動
産
ロ
ジ
ス
テ

ク
ス

パ

ク
川
口
Ⅰ
新
築
工
事
　
　

錢
高
組

積
極
的
に
聞
い
て
学
ぶ
毎
日

茨
城
県
某
工
場

三
建
設
備
工
業

育
休
復
帰
徐
々
に
感
覚
取
戻
す

働
き
や
す
い
環
境
実
感

浦
安
市
液
状
化

対
策
工
事
　
　

ケ
ミ
カ
ル
グ
ラ
ウ
ト

新
奈
良
県
総
合
医
療

セ
ン
タ

新
築
工
事奥

村
組

建
物
に
生
命
を
吹
き
込
む
仕
事

高
速
横
浜
環
状
北
西
線
　
　
　

シ

ル
ド
ト
ン
ネ
ル
建
設
工
事

安
藤
ハ
ザ
マ

苦
楽
と
も
に
し
た
仲
間
と
喜
び
分
か
つ

東
北
通
幹
線
耐
震
化
工
事

︵
高
速
道
横
断
工
区
︶　
　
　
　

岩
田
地
崎
建
設

現
場
と
と
も
に
成
長
し
て
い
く

と
こ
ろ
ざ
わ
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン

新
築
工
事
　
　
　
　
　
　
　

鹿
島

信
頼
さ
れ
る
現
場
監
督
に

梅

谷
ト
ン
ネ
ル︵
仮
称
︶整
備

工
事︵
西

梅

谷
の
２
︶　
　

鴻
池
組

常
に
先
の
工
程
を
意
識

ヤ
オ
コ

本
社
ビ
ル

新
築
工
事
　
　
　
　清

水
建
設

建
造
物
の
表
情
と
経
験
は
唯
一
無
二

群
馬
県
コ
ン
ベ
ン
シ

ン
施
設

会
議
・
展
示
施
設
空
調
設
備
工
事

新
菱
冷
熱
工
業

右
往
左
往
も
少
し
ず
つ
学
ぶ

︵
仮
称
︶上
杉
三
丁
目
計
画

佐
藤
工
業

職
人
技
の
刺
激
に
や
り
が
い

︵
仮
称
︶名
古
木
保
育
園
新
築
工
事

︵
日
比
野
設
計
＋
幼
児
の
城
︶　
　
　

元
旦
ビ


テ

工
業

現
場
な
ら
で
は
の
団
結
力

地
面
の
下
の
世
界
を
直
接
見
る

四
国
ダ
ム
関
連

地
質
調
査
業
務応

用
地
質

　永田　
美帆さん
　年
４月に当
社に入社
し、新入

社員研修後に配属となったマンションの新築
工事も、あと数カ月で竣工を迎えます。配属
当初は分からないことばかりで、汗だく泥だ
らけになりながら懸命に働く日々が続きまし
たが、今では後輩社員もでき、職人さんにも
〝熱い指示〟ができるようになりました。１
日も早く一人前の現場監督になって、今回の
現場をしのぐ社会と人々の生活に役立つ建造
物の建築に携わっていきたいです。

　鈴木　奈津実さん　ものづ
くりが好きで自分のアイデア
が形になるのが魅力です。ま
だまだ覚えることは多いです
が、竣工した建物で自分が担

当した個所を見たときは達成感があります。
ずっと現場に出て働きたいと思っていますが
まだ子育てしながら現場で働いている方がい
ないので、自分がロールモデルになっていき
たいです。会社も環境面・体調面を配慮して
くれていますので、そのサポートを生かして
自分に誇りを持てる技術者を目指します。

　成毛　志乃さん　火山防災
に係る業務に就いています。
現場では、学識者とともに火
山噴出物を調査することがあ
ります。露頭を前に、堆積当

時の状況を次々と考察する学識者に対して、
面白いと感じると同時に、知識と経験不足で
なかなかついていけずに歯がゆい思いをする
ことがあります。次こそは、と思いながら現場
に臨んでいます。火山活動でできた美しい景
色を見ることや、宿泊先で温泉や地元のお酒
を楽しむことがモチベーションです。

　田原　南さん　年の創
業以来、計測と制御を追求す
るオートメーションメーカー
で、わたしは大規模建物の空
調自動制御のエンジニアとし

て、保守・メンテナンスの仕事をしています。
一般の方が立ち入ることのできない有名な建
築物の深部に入り、さまざまな制御状態を点
検できるのは、すごく楽しい仕事です。男女
の隔たりもありません。現場課題への対策を
自分で考え、答えを見いだし、思いどおりに
動いた時の達成感は格別です。

　青田　晴さん　奇跡の一本
石垣で崩壊を免れた飯田丸五
階櫓。私の使命は櫓の崩壊防
止と櫓を解体するための仮設
構台の設置と、今後復旧する

ために櫓を丁寧に解体することでした。仮設
構台は石垣の反りを考慮した複雑な形状で、
大掛かりな仮設計画は私にとって初めてのこ
と。前例がないため、多くの方策を一から検
討し、計算を繰り返して答えを出しました。
熊本県民の大きな期待が集まる中で役目を果
たせた達成感と喜びは筆舌に尽くせません。

　阿部　友海さん　現場で働
く中で、建物ができ上がって
いく姿を間近で見られること
に楽しさを感じています。何
もなかった場所に建物が完成

した時の達成感は格別です。現場でなければ、
なかなか味わうことができないものだと思い
ます。一方、無事故・無災害で竣工を迎えるた
め、安全には最も気を配っています。何事も
なく１日の業務を終えることが大切です。自
分でできることが増えると面白味も増してく
るので、知識を深めていきたいです。

　安藤　桂子さん　目の前で
工事が進んでいくことは凄い
なと日々思います。現場業務
は体力勝負な面もありつらい
時もありますが、できること

を少しずつ増やし、自分だからできることを
見つけていきたいと思っています。世間では
３Ｋと言われる建設業ですが、現場に出て工
事に携わることができて毎日楽しいです。ま
だ知識も経験も足りないので、職人さんと話
をして作業時に気にしていることや難しいポ
イントなどを積極的に聞いて学ぶ毎日です。

　小川　未来さん　入社して
現場に配属されて４年。現在、
現場管理を任されています。
私は、昨年１年間の育児休業
を経て今年４月に復帰し、時
短勤務から始めました。復帰

直後は何もできない自分に不安を抱えていま
したが、徐々に仕事の感覚を取り戻していき
ました。子どもの事情でどうしても突然休ん
でしまうことや他の方に現場を見てもらわな
ければならない時があります。そんな時、日
ごろの打ち合わせや作業当日の手順書、段取
りをきちんと行うことで問題なく作業を進め
ることができ、やりがいを感じています。

　寄藤　美乃里さん　私は自
身の経験から液状化対策工事
に携わりたいと思い、入社を
決意しました。入社前は不安
や心配ごとがありました。し
かし、実際に働いてみると、女

性用トイレを設置している現場が多くあり、
働きやすい環境づくりが進められていること
を実感しています。また、女性技術者が少な
いからこそ、新入社員の私でも、新たな視点
をもって活躍できる場面が多くあると感じて
います。早く一人前になれるように、技術の
習得に励んでいきたいです。

　伊庭　花子さん　年４
月まで、当現場の電気設備工
事の所長を務めました。何も
ない場所に建物が建ち、人が
集い、明かりが灯って生命が

吹き込まれる。何ものにも代えがたい感動で
す。しかし、「女性が現場で働く」ことで感
じるストレスは、男性職員に気づいてもらえ
ない場合もあります。現場の女性トイレをハ
ウス型のものとし、全職長・職員を対象とし
たハラスメント講習を実施するなど、より良
い職場環境づくりにも取り組みました。

　劉　軒軼さん（リュウ・ケン
イツ）　年に入社して、初
めての赴任先が現在の工事現場
です。当初は、うまく現場にな
じめるのか不安でしたが、現場
の職員さん、職人さんからも温

かい言葉をいただき、不安を乗り越えること
ができました。ことし９月にはシールドマシ
ン到達の節目を迎えることができ、苦楽をと
もにした現場の仲間と喜びを分かち合い、も
のづくりの醍醐味を味わうことができまし
た。今後は工事の竣工に向けてより一層頑張
っていきたいと思います。

　福川　春菜さん　高校時代
は看護を学んでいましたが、
当時見たトンネル事故をきっ
かけに「人の怪我を治すので
はなく、怪我をさせない仕事

がしたい」と思い、建築・土木の世界に飛び込
みました。分からないことも多いですが、純
粋にものづくりに一番近い現場で働けること
は嬉しく思います。現場の環境も整っており、
シールド工法でのトンネル掘削工事の現場で
先輩たちの背中を見て、経験を重ねながら会
社とともに成長していきたいと思います。

　梅村　実菜さん　今は目ま
ぐるしく変化する現場の状況
についていくのが精一杯です
が、知識を吸収できることに
面白みを感じています。同じ
目標に向かって多くの関係者

が協力する姿は何よりの現場の魅力です。段
取りが悪く迷惑をかけ怒られることも多々あ
りますが、現場のために頑張ってくださる職
人さんには、本当に感謝の気持ちでいっぱい
です。いつか一連の工程や工種を理解し、自
分で立てた計画で現場を動かし、周囲から信
頼される一人前の現場監督になりたいです。

　西村　咲希さん　現場勤務
の醍醐味は、担当工種につい
て先を見据えながら作業員さ
んと打ち合わせを重ねて工程
を描き、それらが段取りよく
進んだ時の達成感です。時に

は周囲と意見がぶつかることもありますが、
それらの過程も含めて担当工種が完了した時
にはやりがいを感じます。私にとって初めて
のトンネル工事で、一から学ぶことも多く不
安もありますが、積極的に現場の前線に立ち、
常に先の工程を意識しながらコツコツと取り
組んでいきたいと思います。

　西川　早紀さん　入社６年
目、コンクリート工事を任さ
れました。所長から「考え抜
きやり切れる人を選んだ」と
言われ、誰にでも誇れる高品
質で美観に優れた打放仕上の

壁を造り上げようと決めました。やがて、何
度も見てきたコンクリートが違う物体に感じ
られ、粗骨材形状による流動性、プラントの
違いなど仕上がりに与える影響が見えるよう
になりました。経験を積むことでコンクリー
トは誰でも打てます。しかし、この建造物か
らあふれ出る表情と培った経験は唯一無二で
あり、これが醍醐味だと感じています。

　飯坂　知奈さん　目の前で
どんどん建物が建っていく様
子を見ていると、わくわくし
ます。工事は、まだ本格的に
始まっていませんが、スリー
ブ検査や作業員の管理などを

任されています。地域の方々も注目する大き
な施設です。良いものを納められるよう日々
の業務に取り組んでいます。現場経験が浅い
ため右往左往することもありますが、作業員
の方と会話をしながら少しずつ学んでいま
す。まだまだ未熟ですが、いつかは現場代理人
として１つの現場を担当するのが目標です。

　末永　祐子さん　現場で働
くことの楽しさとして、毎日
の変化を挙げます。コンクリ
ート躯体に配管・配線され広
い空間が間仕切られ…。自分
の歩く場所の景色が毎日めま

ぐるしく変わります。また〝職人さん〟という
先生にたくさん囲まれているので職人技を目
の当たりにすることは勿論、日々の会話でも
刺激が多く、やりがいを感じています。施工
管理者としての自分を確立・成長させ、全員
が１つの目標に向かって気持ちよく仕事がで
きる現場をつくっていきたいです。

　南　龍太郎さん　建物が完成
するまでの過程を直接見ること
ができ、建築物の迫力やデザイ
ン性にも間近で触れることがで
きます。良い建物をつくり上げ
るには、監督員や各作業員が持
つ「技術」と「技能」を結束しなけ

ればなりません。そこには建設現場ならでは
の団結力が生まれ、現場で働く楽しさにつな
がります。今回の物件では図面の中で納まり
を表現できない部分があり、諸先輩方の「知
識」や「経験」を元に苦労して納めました。工事
が完成した時の達成感を協力会社の皆で共感
できることは、醍醐味だと思います。

　関口　絢子さん　私は主に
四国のダム関係の現場で、さ
まざまな地質・地盤の調査を
行っています。中でもボーリ
ング調査は、地面の下の世界

をコアという形で直接見ることができるとい
う、とても面白く魅力的な仕事です。多くの
協力会社の方（多い時で約人）と一緒に作
業をしているため、報・連・相での苦労はあ
りますが、採取が困難な地質など、貴重な情
報をもった高品質コアを皆の努力で採取でき
た時に大変やりがいを感じます。
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　三原　奈未さん　入社当時
は、現場のみなさんとうまくコ
ミュニケーションが取れるのか
不安でしたが、今では現場の雰
囲気にも慣れ、私の方から積極
的にコミュニケーションを取る

ことができるようになり、現場の一員として、
つくり上げるモノづくりの楽しさを痛感して
います。今は、写真管理および測量業務を行
っていますが、現場の先輩に日々ご指導いた
だいて、毎日楽しく過ごしています。また、担
当している工事が地図に残る仕事だと思い、
誇りを持って言える仕事だと感じています。

　別所　洋奈さん　現場の醍
醐味は、建物が日に日に完成
していく様を間近で見て感
じ、携われることです。人の
何百倍、何千倍もパワーのあ
る重機や、１、２㍉にこだわ

る職人さんの物つくりへのプライド、人の何
十倍もの高さ・広さのある建物を多くの人と
協力して作る楽しさは現場でしか味わうこと
ができません。建設現場では男女関係なく、
心つかまれる大きな達成感を味わうことがで
き、完成後その建物を利用される多くの人の
笑顔を生むことができると確信しています。

　田　知世さん　入社１年
目、トンネル貫通式に参加し
ました。初めて発破の音を聞
いた時に無意識にお腹に力が
入り、貫通したことで入る光
や風など、五感で貫通したこ

とを感じ、とても感動しました。当社の伊藤
寛治会長の言葉に、「誇りとしての３Ｋがわ
れわれには存在する。それは協力、感動、貢
献である」とあります。日々の生活の中で、
当たり前に使用しているすべての社会基盤に
は、この素晴らしい３Ｋが存在することに、
建設業は夢がある仕事だと感じています。

　小野寺　由希子さん　現場で
は、たくさんの人が「工事を無
事に完成させる」という同じ目
的に向かって進んでいます。監
督という立場上、自分で判断を

しなければならないことが多く、歳も職種も
違う方々が、共通の目的のために動いてくだ
さることに、やりがいとともに光栄なことだ
と感じています。今後は、女性ならではのコ
ミュニケーション力を生かして、今まで以上
に丁寧な現場づくりをし、お客様の要望に応
えられる仕事をしていきたいです。

　鈴木　由美さん　土木の技
術職で地域限定の専門職とし
て採用されましたが、結婚を
機に配偶者と同居するため勤
務地変更制度を利用し、出産

・育休を経て復帰しました。入社以来、現場
配属は初めてで、事象に合わせて迅速な判断
が求められる現場の難しさを実感しつつ、周
りの方々に恵まれた環境で仕事ができること
に感謝しています。弊社では子育て中にフレ
ックスやテレワークを利用できますので、活
用しながら今後も業務に励んでいきます。

　三井　裕子さん　女性施工
管理者といっても、性別が女
であるだけで仕事内容は変わ
りません。現場の環境はとて
も改善されていて、不自由な

く過ごしていると思います。上司や先輩には、
私の考えや悩みなどをたくさん聞いていただ
きご指導いただきました。その上で１番大切
なのは会話をすることだと思います。現場内
の内容であれば、なるべく現地に行って話を
するように心掛けています。向かい合うこと
で相手を理解し、接していきたいと思います。

　内野　陽子さん　建築と土
木が融合した現場であり、日
々新しい知識を学ぶことので
きる現場だと思います。新し
い工種を担当するたびに不安

もありますが、周りの上司のサポートのおか
げで、やり遂げることができ、その一つひと
つの知識が経験工学として自分の身になって
いくことが、〝向上心や仕事の面白み〟とな
っています。今後、大きな作業所のチームの
一員として貢献できるように〝思いっきり〟
仕事に取り組んでいきたいです。

　倉田　綾香
さん　大学で
建築を学んで
いた時、「建
物の血管」と
言われる設備

に興味を持ち、就職を決めました。当時、現
場で女性の先輩は２人だけでしたが、女性初
の現場代理人が誕生するなど、少しずつ女性
に優しい環境が整ってきました。現在は私も
現場代理人（２人目）になりました。皆と一
緒に協力して建物をつくり、竣工・稼働した
時の感激は格別です。つらいことも多いです
が、この達成感があるから頑張れる気がしま
す。

　熊谷　優香さん　日々業務に
追われながらも、周囲の理解や
協力のもと、育児フレックスタ
イム制度を活用し、育児と仕事
の両立を図っています。時間が
限られているからこそ、工夫や

業務の見直しにより効率をあげることを意識
するようになりました。ワーク・ライフ・バ
ランスや女性の社会進出が求められる今、多
くの女性が結婚・出産を経験しても現場で働
くことができるよう、さらなる環境改善に貢
献していきたいです。

　松田　智美さん　現在、大
学校舎の空調・衛生設備新築
工事の施工管理をしていま
す。施工している建物の特徴
として、複数の学部が利用す

る予定なのでさまざまな用途の部屋がありま
す。また、建物自体のつくりを見せるため、
天井ボードをなくしてダクトや配管が見える
計画となっています。通常見えないこのよう
な設備を見て、将来この施設を利用する学生
が、少しでも建築やモノをつくることに興味
をもってもらえたら嬉しいです。

　日暮　千晶さん　建設現場
は、計画や設計などを通して
大勢の人が携わってきたもの
を、大勢の人と協力して〝カ
タチ〟にしていく場所だと思
います。現場の仕事は一筋縄

ではいかないと思うことが多々ありますが、
自分で考え、時には上司や職人さんに聞いた
りしながら解決策を見出しすべての歯車がう
まく噛み合って工事が進み、竣工した時の喜
びは格別です。私には２歳の息子がいますが、
子どもが大きくなったら、これママがつくっ
たんだよ！と自慢したいです。

　青木　香織さん　現場は建
物をつくっていく過程に間近
で携われることに楽しさやや
りがいがあります。日々、め
まぐるしく進んでいく現場で

多くの職人さんとコミュニケーションを取り
ながら作業を進めています。仕事で悩むこと
もありますが、周りの方のアドバイスを聞き
ながら自分なりに解決しています。まだまだ、
女性が少ない業界で結婚・出産などのライフ
イベントに不安がありますが、「女性ならでは
の魅力」が発揮できないか模索していきます。

　内山　明日香さん　京都市
の主要幹線である国道９号に
共同溝をつくるためのシール
ド工事をしています。測量の
たびに坑道を歩きますが、完

成後には見ることができなくなります。もち
ろん地図にも残りません。仕事は楽しいこと
ばかりではなく苦しいこともたくさんありま
す。ですが、たくさんの人たちと協力して、
物事を成し遂げる達成感があります。目に見
えなくても携わった者だけが知っているとい
う優越感もあります。それが現場の魅力です。

　大西　咲絵さん　ものづく
りに一から携わることができ
るのが、現場で働く醍醐味だ
と感じます。日々の変化を肌
で感じ、上棟・竣工に向けて
関係する多くの人たちと一緒

に仕事をする。外から見る景色とは全く違っ
た印象で、毎日学ぶことばかりですが、とて
もやりがいがあります。男性社会と言われる
建設業で働くことは、少なからず不安はあり
ます。しかし、所長はじめ、諸先輩や職人の方
がたに働きやすい環境を整備していただいて
いるので、日々、充実しています。
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大
豊
建
設
︶

　﹁
お
と
う
さ
ん
　
い

し

に
い
こ
う
ね
　
ど
う
ぶ
つ
園
﹂

◇
お
と
う
さ
ん
と

と
う
ぶ
ど
う
ぶ
つ
公
園
に
い
き
た
い

か
ら
で
す


■
け
が
す
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
　
小
学
３
年
生
　︵
ア
ジ
ア
航
測
︶

　
﹁
お
と
う
さ
ん
　
あ
さ
も
よ
る
も
　
あ
え
な
い
ね
﹂

◇
い
そ
が
し
い
お
父
さ
ん
に
お
き
て
い
る
と
き
会
え
な
く

て
さ
み
し
い
か
ら


■
ひ
ろ
ぴ

　
小
学
３
年
生
　
︵
ア
ジ
ア
航
測
︶

　
﹁
お
母
さ
ん
　
せ
ん
た
く
た
た
み
は
　
休
み
の
日
﹂

◇
平
日
は
お
し
ご
と
と

お
家
の
こ
と
と

ぼ
く
た
ち
の

こ
と
で
お
せ
ん
た
く
が
た
た
め
な
い
か
ら
お
休
み
の
日

に
た
く
さ
ん
の
お
せ
ん
た
く
を
い

し

う
け
ん
め
い

に
た
た
ん
で
い
ま
す

山
も
り
の
お
せ
ん
た
く
を
お
休

み
の
日
に
た
た
ん
で
く
れ
て
い
る
か
ら

思
い
つ
き
ま

し
た


■
み
う
　
小
学
３
年
生
　
︵
建
設
技
術
研
究
所
︶

　
﹁
お
と
う
さ
ん
　
み
ん
な
の
た
め
に
　
が
ん
ば
る
よ
﹂

◇
お
父
さ
ん
が
い
つ
も
夜
ま
で
が
ん
ば

て
い
る
か
ら


■
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ｏ
　
小
学
３
年
生
　
︵
建
設
技
術
研
究
所
︶

　
﹁
お
父
さ
ん
　
ど
ん
だ
け
ビ

ル
で
　
で
き
て
ん
の
﹂

◇
お
父
さ
ん
は

毎
日
毎
日
毎
日
毎
日
毎
日
毎
日
毎
日
ビ


ル
を
飲
ん
で
い
る
の
で
思
い
つ
き
ま
し
た


■
あ

さ
ん
　
小
学
５
年
生
　
︵
建
設
技
術
研
究
所
︶

　
﹁
お
母
さ
ん
　
ビ

ル
を
の
む
と
　
上
き
げ
ん
﹂

◇
お
母
さ
ん
は
ビ

ル
を
の
み
お
わ
る
と
き
げ
ん
が
よ
く

な
る
か
ら


■
九
条
ひ
か
り
　
小
学
５
年
生
　
︵
建
設
技
術
研
究
所
︶

　
﹁
お
母
さ
ん
　
外
と
家
と
で
　
ち
が
う
顔
﹂

◇
友
達
の
お
母
さ
ん
と
か
の
前
で
は
優
し
い
の
に

家
だ

と
お
こ
る
か
ら


■
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
　
小
学
５
年
生
　
︵
建
設
技
術
研
究
所
︶

　
﹁
仙
台
は
　
ど
こ
の
国
か
と
　
妹
が
﹂

◇
家
族
で
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
時
に
妹
に
知

て
い
る
国

を
聞
い
た
ら
﹁
ア
メ
リ
カ

日
本

仙
台
﹂
と
言

た

の
で
み
ん
な
で
笑

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

妹
は
い

ろ
い
ろ
お
も
し
ろ
い
質
問
も
し
て
く
る
の
で
こ
の
句
を

思
い
つ
き
ま
し
た


■
野
球
人
　
小
学
５
年
生
　
︵
建
設
技
術
研
究
所
︶

　
﹁
お
と
う
さ
ん
　
パ
ソ
コ
ン
夜
ま
で
　
見
つ
づ
け
る
﹂

◇
休
日
の
昼
か
ら
夜
ま
で

ほ
ぼ
見
つ
づ
け
て

ね
る
と

き
も
電
気
が
つ
い
て
い
て
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た


■
り
ん
り
ん
　
小
学
５
年
生
　

　
︵
パ
シ
フ


ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
︶

　
﹁
水
曜
日
　
家
族
で
食
べ
る
　
晩
ご
飯
﹂

◇
お
父
さ
ん
が
い
つ
も
水
曜
日
に
早
く
帰

て
き
て
く
れ

る
日
だ
か
ら
で
す


■
た
だ
の
犬
　
中
学
３
年
生
　
︵
応
用
地
質
︶

　
﹁
ワ
ン
ピ

ス
　
働
く
母
の
　
戦
闘
服
﹂

◇
母
は
い
つ
も
会
社
に
い
く
と
き

ス

ツ
で
は
な
く


ワ
ン
ピ

ス
を
着
て
い
る
か
ら
で
す

ワ
ン
ピ

ス
を

着
て
い
る
理
由
は

し
わ
に
な
ら
ず

洗
濯
し
や
す
い

そ
う
で
す
時
間
短
縮
に
な
り
ま
す
似
合

て
ま
す





